
第6回
大阪府四條畷市未来技術地域実装協議会

日時：令和６年5月１６日（木）午後1時

場所：グリーンホール田原 なるなるホール
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１ 自動運転等の実装に向けた取り組み



41-（1） スケジュールと検討内容

令和２年度（2020） 令和３年度（2021） 令和４年度（2022） 令和５年度（2023） 令和６年度（2024）

・フォーラムの開催（10/3)
・地域公共交通会議（12/7）
・地域内移動アンケート
（12/15～1/15)

・カフェミーティングの実施
(1/15,3/19)
・フォーラムの開催(10/16)
・地域公共交通会議（9/17,3/7）

・カフェミーティングの開催
(6/25,9/10,1/21)
・フォーラムの開催（10/15）
・地域公共交通会(6/6,12/20)

・カフェミーティングの開催
(4/15,7/1,8/29,1/13)
・フォーラムの開催（10/14）
・モビリティの比較検証実証
(8/2～8/１４）・候補区間の確定
・地域公共交通会(5/23,3/29）

・カフェミーティングの開催
・フォーラムの開催
・自動運転の実装

デマンドタクシーの乗降客データの収集及び検討

調査研究
関係者との合意

地域内移動
アンケート

コミュニティバス等乗降客データの収取及び検討

基本構想・実施計画策定

プレ走行

準備 実証実験
検
証

持続可能性に向けた検証

準
備

比
較
検
証

検
証

実装準備・各種手続き

自動運転
の実装

スケジュール

車両
確保



51-（1） スケジュールと検討内容

■自動運転車

・予約なしで巡回運行が望ましい→①循環本数の見直し

・乗車人数を増やして欲しい →②導入車両の検討

■低速電気自動車

・緑風台には車両が来ないので、恩恵を受けないので残念

→③緑風台ルートの検討

・拠点に限らず、どこでも乗り降りできるようにして欲しい

→④降車場所の工夫

■その他

・暑さ・寒さ対策の検討 →⑤導入車両の検討

地元意見に対する検討案



61-（1） スケジュールと検討内容

種別 課題 方針

自動運転車

①予約有無の検討 予約なし循環運行の検討

②乗車人数 （次ページ以降参照）

低速電気自動車

③緑風台ルートの検討 緑風台ルート運行実証

④降車場所の工夫 関係機関と協議のうえ実施

その他
⑤暑さ・寒さ対策 （次ページ以降参照）



71-（２） 自動運転車両の車種選定(自動運転車両の車種性能の比較)

導入車両の候補案

R4実験車両（カートタイプ） R5実験車両（カートタイプ） R5実験車両（ミニバスタイプ）

外観

乗車定員 4人 ７人 8人

ステップ高 約２５ｃｍ 約２５ｃｍ 約４５ｃｍ

登坂能力 ２０度（３６．４０％） ２０度（３６．４０％） ５度（８．７５％）

雨風対策 エンクロージャー エンクロージャー ヒンジドア

冷暖房 ー ー 外気導入型エアコン

R4実証実験時の車両から、乗車定員を増やしたカートタイプに加え、ドアのあるミニバスタイプの２車種を対象に、
車両性能の評価を行った。将来的なルート延伸も見据え、田原管内全体で走行検証を行った。



8

車両性能評価

検証項目
検証結果

R5実験車両（カートタイプ） R5実験車両（ミニバスタイプ）

安
全
性

走行支障箇所 支障なし
※R４年度に検証
※緑風台地区の走行も可能

登坂部や狭小部における走行
支障箇所を複数確認

走
行
性

登坂能力 支障なし 乗車人数や連続運転時間等
の複数の要因により登坂を登
り切れずに停止する場合があ
る

航続距離 支障なし 支障なし

快
適
性

車内の温度/湿度 ミニバスタイプの方が
1～5℃程度高い傾向
※モニター調査時に実施

エアコンを使用していても車
内の暑さ問題が解消されない
（４０度前後）

自動運転サービスの実装に向けた車両選定のため、車両の安全性、走行性、快適
性に関する実証実験（車両走行実験、モニター調査）を実施し、車両の性能を評価

■車両走行実験（8/2～8/3）
ミニバスタイプでは、走行支障箇所、登坂能力において、支障があることを確認

▼走行支障箇所

▼モーター停止箇所

1-（２） 自動運転車両の車種選定(車両走行実験(８/２～3)結果)



91-（２） 自動運転車両の車種選定(モニター調査(８/４～8/14)結果)

■モニター調査（8/4～8/14）
利用者、ドライバーに対して実施したアンケート調査では、いずれの項目もカート
タイプが優位

検証項目 検証結果

ド
ラ
イ
バ
ー

・運転のしやすさ
・車両の乗り降りのしやすさ
・安全確認の負担

いずれの項目もカートタイ
プが優位
※サイドミラーが小さく後
方確認が、しにくい
（カート）

利
用
者

・車両の乗り心地
・車内の体感温度
・車内の開放感
・荷物置きの利用のしやすさ
・乗降時の負担

いずれの項目もカートタイ
プが優位
※シートベルトがないこと
が不安（カート）

14%

40%

31%

42%

35%

17%

17%

2%

3%
ミニバス

カート

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

n=137

n=139

45％

82％

※「未回答・無効回答」は集計対象外※8/9までの集計結果

▼総合的な満足度



101-（２） 自動運転車両の車種選定(意見交換を踏まえた車種の決定)

実験結果の報告と導入車両に関する意見交換
 第８回カフェミーティング（8/29）にて、実験結果を報告し、実験
車両（ミニバスタイプ・カートタイプ）の安全性、走行性、快適性に
ついて地域住民と意見交換を実施

 ミニバスタイプは、田原管内の走行においては運用上の課題が
多く、また、地域主体の運用の実現に向け、車両の乗り心地や
ドライバーの負担面等を踏まえ、自動運転車として実装する車両
を“カートタイプ”とすることで方向性を決定

▼第８回カフェミーティングでの意見交換の様子

■2023年度乗車実績
導入車両検証への乗車人数
8/２～8/３ １6人
8/4～8/14 ２１６人 計 232人



111-（3） 地域主体の運行をめざして

田原コネクトカート（車両）の外観及びロゴの決定

 地域との複数回の意見交換を交え、坂道の多い田原地域の安全
性、走行性、快適性を兼ね備えたカートタイプの納車

 地域に親しんでもらえるよう、名称及びロゴを決定
「たわらコネクトカート（略称TCC）」

 事業にご賛同頂いた企業ロゴを掲載

企業版ふるさと納税

▼ボランティアスタッフの皆さん



２ 未利用地等可能性調査



13２-（１） スケジュールと対象地

令和２年度（2020） 令和３年度（2021） 令和４年度（2022） 令和５年度（2023） 令和６年度（2024）

協力店舗交渉等

地域
説明

準備
遠隔代理購入
実証実験

検証 既存サービス、実証
実験との併用による
実証実験

自動配送手段等
の検討・他施策と
の連携の検討

実装

スケジュール

公共空地等の未利
用地・可能性調査

計画策定

一部実装

物流生産性向上に
向けた基礎調査



14２-（１） スケジュールと対象地

事業対象地の概要



15２-（１） スケジュールと対象地

項目 内容

対象地住所 田原台六丁目3番1

面積 約37,000㎡

現在の状況
用途地域：第二種住居地域
地域計画：文化学術研究地区A
現況：山林

所有者 大阪府四條畷市

地目 山林、宅地

対象地A （1/4）



16２-（１） スケジュールと対象地

項目 内容

対象地住所 田原台六丁目4番6

面積 約21,000㎡

現在の状況
用途地域：第二種住居地域
地区計画：逓送住宅地区A
現況：32号緑地

所有者 大阪府四條畷市

地目 宅地

対象地B （2/4）



17２-（１） スケジュールと対象地

項目 内容

対象地住所 田原台五丁目1番2

面積 約3,900㎡

現在の状況
用途地域：第一種住居地域
地区計画：低層住宅地区
現況：下水道事業用地

所有者 大阪府四條畷市

地目 宅地

対象地C （3/4）



18２-（１） スケジュールと対象地

項目 内容

対象地住所 田原台四丁目６番１、６番３

面積
12,572㎡
既存土地：5,596㎡
隣接土地：６,９７６㎡

現在の状況

用途地域：近隣商業地域
準防火地域

既存施設：ドラッグストア
美容室、歯科、飲食店
銀行ATM

土地所有者
独立行政法人都市再生機構
(UR都市機構)

建物所有者 株式会社アカカベ

地目 宅地

対象地D （4/4）



19２-（２） 基本構想の策定に向けて

策定手順について

• 上記の全体像をもと、整理した。

前
提
条
件
の
整
理

住
民
ニ
ー
ズ
の
整
理

民
間
事
業
者
へ
の

意
識
調
査

期
待
さ
れ
る
機
能



20２-（3） ワークショップ状況

住民ワークショップの開催(中学生から高齢者まで参加)

第1回（10月30日16時30分）
～田原地域における遊休地の使い

方を考えよう！～

第2回（11月30日16時30分）
～田原地域の将来像について議論

しよう！～

第3回（12月15日15時00分）
～これからの田原地域のまちづく
りをみんなで企画しよう！～



21２-（４） ワークショップ結果概要

将来像と実現するための取組み（案）

区分将来像

 様々な世代が互いを尊重しつつ交流できる田原地域

 一人一人の得意なことやチャレンジしたいことを実行できる田原地域

 地域の担い手となる若い力をサポートし、豊かな感性が育まれる田
原地域

 子どもから大人までみんなが明るく優しくて気持ちの良い、誰もが
「好き！」と思える田原地域 等

 豊かな自然と地域住民の笑顔に触れることができる田原地域

 田原の里山を守りながら農業を通じた地域住民との交流が盛んな
田原地域

 人とのつながりを尊重し、豊かな自然を守り、伝え、大切にしていく
田原地域 等

 地域と人が支え合い大人になっても末永く住み続けたいと思える街

 体を動かして温かいほっこりした心が広がる田原地域

 全世代を通じて子育てできるアットホームな雰囲気のある田原地域

 他地域からも人が訪れる魅力的な地域 等

 街を歩けば空気がおいしく、四季を感じながら心身共にリフレッシュ
できる田原地域

 地元産の豊富な農作物を堪能できる田原地域 等

 実験的な取組など意欲的な人々が活躍できる場

 イベントを通じて多くの人とつながることができる田原地域 等

 歴史的な地域資源を通して学びを深めることができる田原地域

将来像を実現するための取組み（案）

イベント系
 マルシェやキッチンカー等の飲食や小売系

の取組、イベント実施等により田原地域の
内外の回遊性の向上

 意欲的な事業者や多世代がチャレンジでき
る場として、個性と魅力ある取組を支える

 親子が安全かつのびのびと遊べるハード・
ソフト面の環境整備、飲食用途の導入等
による健康的な場所づくり

 豊かな自然の保全と活用により憩いから賑
わいまで多様な活動の演出

 公民連携による遊休地の利活用等による
田原地域に不足しているコンテンツの創出

自然活用

施設系

子ども
関連

商業系



22２-（5） 導いた方針

対象地別の活用方針

(※)対象地Cは、民間事業者の意向調査結果等を踏まえ、本活用方針から除くこととした。

対象地 コンセプト 導入が期待される機能
整備の
負担

運営・維持
管理費の負担

対象地A

自然交流拠点

自然を活かした遊び場
キャンプ場

市＋民間 市＋民間

対象地B 緑地・花壇 市
市＋

ボランティア

対象地D 地域交流拠点
乳幼児用室内遊び場
学生の放課後学習スペース
地域住民交流のフリースペース

市 市＋民間



３ 継続した取り組み



24３ 継続した取り組み

令和２年度（2020） 令和３年度（2021） 令和４年度（2022） 令和５年度（2023） 令和６年度（2024）

フォーラムの開催

スマートシティガイドブック

分科会等への参画

コンソーシアム内におけるデータ

連携等の議論

他団体連携の模索

・都市OSの必要性の検討

コンソーシアム、地域コミュニ

ティ、地域企業等によるSand 

boxの利活用議論の推進

・都市OSの他団運用状況確認

コンソーシアム、地域コミュニ

ティ、地域企業等によるSand 

boxの利活用議論の推進

・【総務省】

地域課題解決に向けてスマートシ

ティの推進に関する意見交換

・都市OSの構築検討

・コンソーシアム、地域コミュニ

ティ、地域企業等によるSand 

boxの利活用の実証の促進

１ カフエミーティング
２ スマートシティ推進フォーラム

３ 子ども体験教室（電気のしくみ・VR・看護師等体験）

４ スマートフォン使い方教室

その他 地域の声を反映した施策

都市OS スケジュール



４ KPI（重要業績評価指標）の計画・実績



26４ KPI（重要業績評価指標）の計画・実績

KPI R2年度
（2020）
事業開始前

R3年度
(2021)
1年目

R4年度
(2022)
2年目

R5年度
(2023)
3年目

R6年度
（2024）
４年目

R７年度
（2025）
５年目

新規事業者数及び事
業敷地等拡大事業者
数

- 0 1 1 1 2

0 1 1 1

田原地域の
社会増減人口

- 0 0 0 0 0

- -62 53 -61

田原管内が所管する
記事アクセス数

- 8,182 8,682 9,182 9,782 10,382

7,682 11,753 12,343 10,699

新たな低速型自動運
転車の利用人数

- 60 180 180 780 955

0 158 252 232

上段 計画
下段 実績

• 地方創生推進タイプに使用している各年度毎のKPI



27４ KPI（重要業績評価指標）の計画・実績

KPI R4年度
(2022)
１年目

R5年度
(2023)
２年目

R6年度
（2024）
３年目

行政窓口のキャッシュレス決済ができる窓口（箇所）
3 3 5

3 3

アンケート調査による導入後の利用者満足度（％）
50 60 65

90.1 87.5

証明書等の発行枚数におけるキャッシュレス化率（％）
5 10 15

9.4 10.1

上段 計画
下段 実績

• デジタル実装タイプ（TYPE１）に使用している各年度毎のKPI


